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１．概要（Summary） 

MEMS光スキャナを用いたレーザ描画型の画像ディス

プレィは、単に動画像を提示するだけではなく、レーザ測

長計としても機能することから、視聴者のジェスチャ等を

認識してインタラクティブに表示画像を制御可能な新たな

ディスプレィとしての可能性がある。本研究では圧電型

MEMS光スキャナをもちいて、インタラクティブ画像ディス

プレィの基本原理を検証した。 
 

２．実験（Experimental） 
・利用した主な装置 
 高速大面積電子線描画装置（マスク製作） 
・実験方法 

貼り合わせシリコン基板上に金属電極、圧電 PZT 薄膜

等を堆積し、それらをフォトリソグラフィと反応性イオンエッ

チングで加工して圧電駆動型の MEMS 光スキャナを製

作した。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

画像投影に用いたレーザ光源をそのまま三角測量の

光源に使用して、スクリーンの前後移動や、挿入した手の

位置を検出可能な光学系を構築した。また、その光学的

認識結果を制御システムにフィードバックして、表示する

画像を視聴者がジェスチャで制御できることを示した。 

 
Fig. 1 Schematic of interactive image display 

system. 
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